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アンケ トの配布 ・回収は 「子ども理解と発達梱談j という教職選択必修科目の講義時間を利用して
行った。したがって回収率の高さは手続き的な条件のみならず講義内容にも由来すると思われる。尚，
回答者の実習受け入れ先学校種の内訳は幼稚園 3名，小学校 33名，中学校 18名であった。
(2)理解できなかった場面の有無
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(3)理解できなかった時
回答内容から時間帯別に分類してみると】授業時間 11件 (24%)，昼休み 10件 (22略)，学校生活全



























件 (41%)，直接対応を迫られた場面 16件 (35出)，間接的に対応を迫られた場面 11件 (24見)であった。
自然観察場面や間接的対応迫られた場面は指導介入の必要度は低いが，直接対応を迫られた場面で子
ども理解が不十分な認識を抱いたという経験は対応の誤りを想定させ実習指導のニ ズを説明する。








































































































































































































































































































































































達と一緒に遊べなくなった時だったらしい。私は 「シラナイ」と言われた時には I何とか仲良くさせよう j
との思いが優先していたが，子ども同土が理解し合う時間も必要だと反省した。
I事例 40]喧嘩の仲裁(小学校)

























面が強かった。そしてKさんと Nさん， Tさんはいつも 緒に遊んでいたがNさん， Tさんは活発でクラ










































た。ある生徒にすれとなく尋ねてみたら I別になんとなく j という答えが返ってきた。明確な理由などな
いならずらしてはくことはないと思うのだがこれがまさしくジェヰレ ションギャップなのだろうか。
[事例 46}会話不成立(中学校)












[事例 2}は「死ねけとしづ発話から問題視されてはいるが実は [事例 1}と同様，子どもの感情的な言
動への適切な対処が求められている場面であった。
[事例 3}~ [事例 6}は非社会的行動すなわち，孤立化傾向のある子どもへの疑問だが，幼稚園~中学校
の各々の段階で示される孤立化行動が家庭内環境や個性のみならず就学前のコミュニケーンヨン不全から
発していることを説明する発達的視点から理解を促す 「指導Jの必要性を求める。
一方1 反社会的な行動を示す子ども自身への疑問は [事例 7}~ [事例 10}に示されているが思春期に
よる反抗的態度が教育実習生に対する挑発行動を助長し特に中学校で頻出していた。
[事例 1}~ [事例 15}は多動 ・不注意など発達障害様の行動を示す子ども達が挙げられているが， [事
例 14}はそれが集団的波紋となって伝わると 「学級崩壊」を起こしかねない危険性を示した。
[事例 16}は情報化社会が子どもたちへ与えた影響を現実に子どもを通して体感した学生の驚きであった。
[事例 17}~ [事例 19}は現代の子どもに見られるコミ三ニケ ションスタイノレを問題視した。
[事例20}~ [事例24}は一見個別の問題のように捉えられるが小学生年代の各々の年齢的特徴を了解す
れば納得できる内容でもあった。
[事例20}は抑制の少ない感情表出として， [事例 21}・[事例 22}はこの年代に特徴的な意図の過大表現
行動とも理解できる。





[事例 26}~ [事例 28}は指導しても効果があがらないことを子ども自身への理解の困難として問題のす
り替えがなされたものである。
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要約すれば，一般に問題行動として数えられる粗暴 ・暴言・規律違反等の 「反社会的行動」や孤立 ・集
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